
         コース４６ 王城山
おうじょうさん

 

リーダー ＣＬ M/T    SL  M/K , K/T            

実 施 日 平成２７年１１月３日（火）   天 候 晴れ 

参 加 者  ３1（男性 9  女性 22） 

グレード  B 

コースポイント  

山行等概要（幹事のコメント） 

 王城山は建設中の八ッ場ダ

ムの北にあり、山麓の信仰を

集める吾妻流域の山である。 

 新潟出発時は曇り。塩沢・石

打 PA 辺りから小雨になる

が、関越トンネルを出ると晴

れている。ラッキー。 

 登山口から５合目「唐笠松」

までの旧登山道はほぼ廃道

になっていて、中広のゆるい

コンクリート道を上る。５合

目からはよく整備された山

道になる。青々とした美しい

笹原の７合目「舟窪」の上部

より時々立ち止まっては付

近の紅葉を愛でる。分岐の８合目「中棚尾根」の岩場の急登をひと登りすると、眺望のよい

頂上南峰に到着。一息入れて北峰の奥之宮へ。遠望がきき素晴らしい。   

ここで地面の石蓋をあけると子供の疳の虫切鎌がさびたまま納められていた。 

 下山は９合目からはロープのついた南峰斜面をトラバースで時々立ち止まっては、南峰の巨

岩を見上げ、またロープ下方の切れ落ちた斜面を見下ろすなど、見事な紅葉を観賞し、８合

目の往路に戻る。 

  

ポイント  到着時間 出発時間 備  考 

秋葉区役所前  5：55 新津駅西口経由、新津西ＩＣ、越後川口ＳＡで休憩 

月夜野ＩＣ  8：18 国道 36 号を走行。 

道の駅中山盆地 8：35 8：55 新緑のブナ林が綺麗 

林集落登山口 9：45 9：55 各自ストレッチ、1 班より登山開始。 

５合目 10：25 10：35 「唐笠松」広々として石祠、ベンチあり。 

王城山山頂（南峰） 11：2 0 11：35 石祠が 3 基あり、各班ごとに記念撮影。 

奥之宮（北峰） 11：45 12：3 5 芝草の中に石祠１基あり。眺望可。昼食を摂る。 

登山口 13：3 5 13：50 道の駅ふるさと館（八ッ場ダム）に立ち寄る。 

名胡桃城跡 15：15 15：3 5 来年の大河ドラマの関係で工事中、入る事出来ず。 

秋葉区役所前 18：10  塩沢・石打ＳＡでトイレ休憩、新津駅西口経由 

王城山 北峰・奥之宮にて １，２班の皆さん 向かって右

側（S/Tさんの脇)石蓋の中に虫切鎌が納められていた 

９合目から南峰斜面のトラ

バース地点で振り返って 



 総会資料では、時間があれば吾妻渓谷に立ち寄るとしたが、実施段階では月夜野ＩＣ近くの

名胡桃城址に変更し、立ち寄ったところ、残念なことに「日本史上貴重な記念物のため城の

全盛期の姿を基にした保存整備」の工事中で、平成２８年１月以降見学出来るとの事で、資

料館のみ見学した。皆さんには申し訳なく思っています。機会があったら是非立ち寄ってく

ださい。 

 

「王城山登山」に参加して 

 （１６７４）S/H  

県境のトンネルを抜けると、それまでの雨が嘘のように真っ青な空が広がり、絶好の登山日和

でした。 

登山口から唐笠松のある五合目まではコンクリートの林道が続き、そこから本格的な登山道

が始まりました。 

斜面を折り返しながら進む

と、両側が斜面でその窪んだ道

を登る、船窪という所に着きま

した。笹の緑、木々の紅葉、中

でも際立って鮮やかな赤や黄

色のもみじが特に多く見られ、

後ろには澄んだ青空が広がっ

て、そのコントラストの美しさ

に感嘆の声が上がります。 

「皆さ～ん足を止めて景色

を眺めてくださ～い」と、リー

ダーから時々声がかかり、写真

を撮ったり、時には立ち止まっ

て景色を楽しみながら、時折吹

くやさしい風に落ち葉が舞う中を、ゆっくり登りました。 

さらに尾根道を進むと、王城山の山頂に到着です。山頂からは、遠く連なる山々もはっきり見

え、素晴らしい眺望でした。 

山頂から先へ少し下ると、石祠とその前に小さな赤い鳥居のある王城山神社 奥宮がありま

した。奥宮の前の地面にある石蓋をリーダーが開けると、中には「赤ちゃんの疳の虫が治ったお

礼に奉納された」という虫切鎌（赤く錆びていました）がたくさん納められていました。 

帰り八合目までは、落葉が幾重にも敷きつめられ、ふわふわと足に優しい道を、深まりゆく秋

を体中に感じながら歩きました。八合目からは同じ道を下り無事登山口へ。 

バスで帰る途中、真田昌幸が築いたという名胡桃城址に立ち寄りましたが、来年の大河ドラマ

「真田丸」を睨んでのことか、改修中のため残念ながら中に入れず、資料館だけの見学でした。 

新潟県に入るとまたもや雨、それでもバスが駅西口に着く頃は雨も上がり、家まで濡れること

はありませんでした。 

リーダーをはじめ一緒に王城山に登られた皆様、楽しい一日をありがとうございました。 

今年、このクラブに入会させていただいてから８ヶ月、山行計画を見ながらこれから行く山を

思い、行きたい山を考えるだけで楽しく、あっという間に過ぎた８か月間でした。 

                      

 

北峰奥之宮にて ３・４班の皆さん 


